
【今後の定例会開会予定日】　12月定例会：12月3日（水）　2月定例会：平成27年2月12日（木）

ごみの有料化に関する特別委員会を設置
～ 鎌倉市議会ってどんなところ？ Vol.10 ～

議案第58号 �鎌倉市廃棄物の減量化、資源化及び処理に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正す
る条例について【可決（多数）】

議案第17号　平成26年度鎌倉市一般会計補正予算（第2号）【可決（多数）】
※本会議の議決結果は４面をご覧ください

【主な賛成意見】
・�有料化の実施に当たっては、市民への丁寧な
説明など理解を得る取り組みが必要

・�現行のごみ処理基本計画における最重要施策
の一つであり、今泉クリーンセンターの焼却
停止が今年度末に控える中で、計画に遅滞を
及ぼす事態は避けなければならない

・�公平性を担保するために、有料化という施策
が有効であり、長期的かつ全体的な視点で事
業を行うべき

【主な反対意見】
・�費用対効果のよくない有料化を進めるべきで
はなく、有料化により徴収した手数料の明確
な使途が示されないこの提案は税金の二重取
りともいえる

・�有料化を実施する前にやるべきことがある中
で、解決策を市民に押し付けるのは賛成でき
ない

・�ごみが減り、市民の意識が変わっても、有料
化を続けていくことの姿勢に問題がある

廃棄物の有料化に関する補正予算等審査特別委員会の審査結果
委 員 長 渡　　辺　　　　　隆

（ み ん な の 鎌 倉 ）

副委員長 吉　　岡　　和　　江
（日本共産党鎌倉市議会議員団）

委　　員

長　　嶋　　竜　　弘
（ 草 莽 の 会 ）
保　　坂　　令　　子
（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）
上　　畠　　寛　　弘
（ 自 由 民 主 党 鎌 倉 ）
西　　岡　　幸　　子
（公明党鎌倉市議会議員団）
池　　田　　　　　実
（ 鎌 倉 み ら い ）
永　　田　　磨�梨�奈
（鎌倉夢プロジェクトの会）
小 野 田　　康　　成
（鎌倉夢プロジェクトの会）
久　　坂　　く�に�え
（ み ん な の 鎌 倉 ）

廃棄物有料化補正予算等審査特別委員会委員

委員会での委員からの主な意見

家庭系ごみの有料化と議会の動向
家庭系ごみの戸別収集・有料化実施の計画を見合わせること
を求めることに関する決議を可決（多数）平成25年９月定例会

平成26年10月から家庭系ごみの有料化（以下「有料化」）を先行
実施する条例改正議案が提出されたが、委員会での審査中に
撤回され、新年度予算の有料化に関わる部分が減額訂正された

平成26年２月定例会

平成27年1月から有料化を先行実施する条例改正議案と補正
予算議案が提出され、条例改正議案は可決（多数）、補正予算
議案は慎重な審査を必要とするとして継続審査とした

平成26年６月定例会

継続審査としていた補正予算議案から、有料化以外の部分が
切り離され、新たな補正予算議案として提出され、可決（総員）
（有料化に関する補正予算議案は引き続き継続審査）

平成26年７月臨時会

有料化開始時期を平成27年1月から4月に変更する条例改正議
案が提出され、継続審査となっていた有料化に関する補正予算
議案とともに、議会全体としてより丁寧・慎重に審査すべきとし
て廃棄物の有料化に関する補正予算等審査特別委員会を設置

平成26年９月定例会

　特別委員会は、審査する事項が決まっている常任委員会とは別に、2つ以上の常任委員会に関係する事項や、特に重要な事項など、
特定の事項を審査するため必要がある場合に、本会議での議決により設置されます。
【例えば、予算等審査特別委員会、決算審査特別委員会、議会基本条例の制定に関する調査特別委員会など】
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〇7月臨時会では、補正予算議案の原案訂正を承認し、新たな補正予算議
案1件を可決しました。

〇9月定例会では、16名の議員が一般質問を行いました。
•市長提出議案として、条例関係議案12件、補正予算議案8件、その他議

案4件を可決。鎌倉市職員の給与に関する条例等の一部改正条例議案を
修正可決。平成25年度一般会計ほか6特別会計決算を認定しました。

•議会提出議案として、「神奈川県に対し、子宮頸がん予防ワクチン接種
後の健康被害者への医療支援を求める意見書の提出について」ほか1件
を可決、陳情3件を採択しました。

7月臨時会／本会議、総務常任委員会 ···議案上程、委員長報告、採決 （4面）
9月定例会／本会議（9/3～8）················一般質問、議案上程、採決 （2～4面）
各常任委員会（9/9～12、26）··················議案・陳情審査等 （3～4面）
廃棄物有料化補正予算等審査特別委員会（9/16）···議案審査 （1・4面）
決算審査特別委員会（9/17～22）···········決算認定議案審査 （3～4面）
本会議（9/26）·········································委員長報告、議案上程、採決 （3～4面）

平成25年度一般会計及び6特別会計決算を認定
　　　　９月定例会
平成26年７月臨時会

（9月3日～26日）
（7月31日）

特別委員会ってどんな委員会？

＜有料化の背景＞
　循環型社会を構築するため、3R（リデュース・リユース・
リサイクル）を推進し、平成8年度には年間約７万トンあった
ごみ焼却量は、平成25年度には36,622トンとなり、市民の皆
様の協力のおかげで、リサイクル率は全国トップレベルを維
持しています。
　しかしながら、市内2カ所にあるごみ焼却施設は老朽化して
おり、今泉クリーンセンターは平成27年3月に焼却を停止し、
もう一方の名越クリーンセンターで焼却できる量は年間3万ト
ン以下であるため、さらなるごみの減量が課題となっています。
　市では、ごみの発生抑制や再生利用の促進、排出量に応じ

た公平化等の視点から、
ごみの有料化が発生抑
制等に効果がある重要
な施策としています。

かまくら3R推進
マスコットキャラクター



か ま く ら 議 会 だ よ り

　
本
市
に
お
け
る
海
の
家
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

質
問
…
こ
と
し
の
海
水
浴
客
数
は

昨
年
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

市
民
活
動
部
長
…
こ
と
し
の
海
水

浴
客
数
は
、約
92
万
７
千
人
と
、

昨
年
度
の
約
１
０
２
万
８
千
人

よ
り
も
約
10
万
人
少
な
い
状
況

と
な
っ
た
。

質
問
…
市
へ
の
苦
情
件
数
と
主
な

内
容
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

同
部
長
…
こ
と
し
は
苦
情
が
60
件

と
、
昨
年
の
ほ
ぼ
倍
の
件
数
と

な
っ
て
い
る
。
海
水
浴
客
の
マ

ナ
ー
や
風
紀
に
関
す
る
も
の
が

42
件
あ
り
、
主
な
内
容
と
し
て

は
条
例
が
で
き
た
の
に
入
れ
墨

を
露
出
さ
せ
て
い
る
、
海
水
浴

客
の
マ
ナ
ー
が
ひ
ど
過
ぎ
る
の

で
、
厳
し
い
条
例
を
作
る
べ
き

海
水
浴
場
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

一般
質問 一般質問の全文は、12月上旬作成予定の本会議録を

図書館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索シ
ステム」でご覧ください。

一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等につい
て市長などにただすもので、
９月定例会では16名の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で、事項別に整理した一部の内
容を掲載しています。

山田　直人 ……

吉岡　和江 ……

千　　　一 ……

日向　慎吾 ……
中澤　克之 ……

西岡　幸子 ……
上畠　寛弘 ……

大石　和久 ……
池田　　実 …… 
髙橋　浩司 ……
渡邊昌一郎 ……

三宅　真里 ……
赤松　正博 ……

竹田ゆかり ……

納所　輝次 ……
保坂　令子 ……

「社会基盤施設白書及び維持管理基本方針の策定について」
「歴史的風致維持向上計画の策定について」
「�子育て支援について」
「安全・安心�健康に暮しつづけられるまちをめざして高齢者保健福祉計画との関連で」
「開かずの踏切について」「国から移管される高齢者の要支援について」
「障害者福祉にも定期巡回型介護のようなものを」
「移動支援を月単位ではなく年単位にして欲しい」「段葛と八幡宮」
「海水浴場について」
「防災等について」「子供たちの環境等について」「市有財産等について」
「事務執行等について」「安全・安心等について」
「女性の活躍と父親の育児参加」
「市役所内における政治活動・政党活動の是正」
「鎌倉市社会福祉協議会労働組合と自治労の不当要求の是正」
「海水浴場の在り方と風紀維持」「暴力団排除と反社会勢力対策」
「公の歴史教育（主に近現代史）」「市長の政治姿勢等」
「市長の政治姿勢について」
「安全で安心なまちづくりについて」
「人事管理について（給与・手当を含む）」
「着地型観光事業における不適切な事務処理とそれに関る疑義について」
「外部監査制度導入について」
「本庁舎をはじめとする公共施設再編計画について」
「生活困窮者自立支援法施行に向けて」「ごみ問題について」
「鎌倉市公共施設再編計画について」
「海に浮かぶ二つの原子炉から市民の生命と安全をはかるために（その２）
�―ヒロシマ・ナガサキ・フクシマをくり返さないために―」
「市民ニーズに応える予算編成のあり方」「教育環境条件整備」
「インクルーシブ社会をめざして」
「鎌倉市における「公共施設等総合管理計画」の推進について」
「会議の公開、ホームページ掲載情報等市政情報の提供について」
「エネルギー実施計画について」「防災について」「危機管理について」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

質
問
…
営
業
時
間
に
関
す
る
こ
と

し
の
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

同
部
長
…
営
業
時
間
に
関
し
て
は

海
の
家
の
営
業
ル
ー
ル
に
よ
り
、

例
年
ど
お
り
午
後
10
時
ま
で
と

し
、
全
て
の
店
舗
に
お
い
て
遵

守
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
隣
接
市
の
海
水
浴
場
と

比
較
し
て
、
本
市
の
海
の
家
の

営
業
時
間
が
長
い
こ
と
が
、
課

題
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
…
こ
と
し
新
た
に
取
り
組
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
審
査
会
に
つ
い
て
、

審
査
さ
れ
た
件
数
及
び
そ
の
開

催
状
況
は
。

同
部
長
…
４
月
か
ら
７
月
ま
で
に

５
回
開
催
し
た
。
計
２
５
７
件

の
イ
ベ
ン
ト
の
審
査
を
行
い
、

２
５
２
件
の
イ
ベ
ン
ト
を
承
認

し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

質
問
…
公
共
施
設
等
総
合
維
持
管

理
計
画
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

経
営
企
画
部
長
…
本
年
４
月
に
総

務
省
か
ら
当
該
維
持
管
理
計
画

の
策
定
要
請
が
あ
り
、
市
が
所

有
す
る
全
て
の
公
共
施
設
等
を

対
象
に
、
そ
の
現
状
把
握
、
更

新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
な
ど

管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
を
記
載
し
、
10
年
以
上
の
長

期
的
な
も
の
を
策
定
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、

現
在
策
定
中
の
公
共
施
設
再
編

計
画
が
当
該
維
持
管
理
計
画
の

諸
条
件
を
満
た
し
て
い
る
が
、

今
後
策
定
予
定
の
社
会
基
盤
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
と
合
わ

せ
、
今
後
、
一
本
化
し
て
当
該

維
持
管
理
計
画
と
し
て
い
き
た

い
。

質
問
…
社
会
基
盤
施
設
白
書
作
成

の
目
的
と
意
義
、
盛
り
込
ま
れ

る
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

都
市
整
備
部
長
…
社
会
基
盤
施
設

と
は
、
道
路
、
橋
、
下
水
道
、

河
川
な
ど
で
、
施
設
白
書
作
成

の
目
的
は
、
施
設
の
機
能
、
配

置
、
利
用
及
び
稼
働
状
況
、
運

営
費
、
老
朽
化
度
な
ど
を
把
握

す
る
も
の
で
、
盛
り
込
む
内
容

は
、
施
設
の
数
、
状
態
、
管
理

手
法
、
維
持
管
理
計
画・費
用・

課
題
の
整
理
・
在
り
方
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　

な
お
、
こ
の
白
書
を
今
年
度

中
に
ま
と
め
、
他
の
個
別
計
画

と
と
も
に
、
来
年
度
に
社
会
基

盤
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
公
共
施
設
再
編
計
画
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
ん
な
予
定
か
。

経
営
企
画
部
長
…
現
在
、
素
案
を

ま
と
め
て
お
り
、
今
定
例
会
の

委
員
会
で
報
告
し
た
後
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
付
し
、
そ

の
後
、
一
部
修
正
を
行
い
、
年

度
内
に
同
計
画
を
確
定
し
た
い
。

質
問
…
こ
の
再
編
計
画
の
計
画
期

間
は
い
つ
ま
で
な
の
か
。

同
部
長
…
今
後
40
年
を
見
越
し
た

計
画
で
あ
る
。

質
問
…
本
市
の
公
共
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
議
論
は
、芸
術
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な

分
野
で
行
わ
れ
た
の
か
。

同
部
長
…
公
共
施
設
の
再
編
に
当

た
り
、
基
本
方
針
と
し
て
、
施

設
と
機
能
の
分
離
を
考
え
て
お

り
、
従
来
ど
お
り
１
施
設
１

サ
ー
ビ
ス
に
限
定
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
一
定
基

準
維
持
し
な
が
ら
、
施
設
を
効

率
よ
く
使
っ
て
い
く
こ
と
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
が
ら
コ

ス
ト
を
抑
え
将
来
的
な
負
担
も

抑
え
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で

議
論
を
し
て
き
た
。

質
問
…
公
共
施
設
等
総
合
維
持
管

理
計
画
が
策
定
さ
れ
た
場
合
、

全
施
設
の
情
報
を
１
カ
所
に
集

約
し
て
、
総
合
的
に
管
理
す
る

対
応
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
体
制
の
構
築
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

同
部
長
…
現
在
、
本
市
の
公
共
施

設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

各
施
設
の
所
管
課
等
で
そ
れ
ぞ

れ
管
理
し
て
お
り
、
全
庁
的
な

管
理
に
係
る
情
報
共
有
は
で
き

て
い
な
い
。
今
後
、
全
庁
的
な

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
実
現
す
る
う
え
で
は
、
体

制
構
築
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

今
年
度
策
定
予
定
の
公
共
施
設

再
編
計
画
の
中
で
も
、
そ
の
体

制
づ
く
り
を
提
案
し
て
い
く
予

定
で
あ
り
、
計
画
策
定
に
合
わ

せ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
海
の
家
の
経
営
者
だ
け
で

な
く
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
が
暴

力
団
関
係
者
で
な
い
か
客
観
的

な
判
断
を
警
察
に
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
来
年
か
ら
暴
力
団
関

係
者
で
な
い
旨
の
誓
約
書
を
提

出
さ
せ
る
な
ど
の
検
討
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

同
部
長
…
来
年
か
ら
実
施
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
逗
子
市
で
は
厳
し
い
条
例

を
施
行
し
、
平
井
市
長
か
ら
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ー
チ
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
コ

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
が
、
市
長
は

ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い

る
か
。

市
長
…
逗
子
市
に
つ
い
て
は
大
幅

な
改
善
が
み
ら
れ
た
と
感
じ
て

い
る
。
本
市
で
も
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
が
行
き
た
く
な
る
、

ま
た
安
心
し
て
楽
し
め
る
海
水

浴
場
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
こ
と
し
の
海
水
浴
場
に
ど

の
よ
う
な
印
象
を
持
ち
、
来
年

に
向
け
て
の
課
題
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長
…
マ
ナ
ー
の
向
上
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー

等
に
よ
る
周
知
に
加
え
、
職
員

と
委
託
警
備
員
が
巡
回
し
て
マ

ナ
ー
遵
守
を
呼
び
か
け
る
な
ど

に
よ
り
、
迷
惑
行
為
の
減
少
に

一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
た
と
考

え
て
い
る
。海
の
家
に
お
い
て
、

騒
音
対
策
は
徹
底
さ
れ
た
と
思

う
。

　
　

そ
の
他
、
昨
年
と
比
較
す
る

と
、
ク
ラ
ブ
営
業
の
禁
止
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
健
全
化
が
進

ん
だ
と
評
価
す
る
が
、
事
前
の

イ
ベ
ン
ト
審
査
会
に
お
い
て
承

認
し
て
い
な
い
出
演
者
が
加

わ
っ
た
事
例
等
が
あ
っ
た
た
め
、

再
発
の
防
止
が
課
題
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
過
度
に
飲
酒
を

し
た
海
水
浴
客
に
よ
る
マ
ナ
ー

違
反
が
目
立
っ
た
点
な
ど
が
課

題
と
思
っ
て
い
る
。
こ
と
し
の

検
証
を
行
い
、
来
年
に
向
け
て

条
例
の
見
直
し
を
含
め
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
本
市
に
お
け
る
防
災
対
策
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

質
問
…
こ
と
し
４
月
に
内
閣
府
が

避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
定
し
た
が
、
本

市
で
は
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

防
災
安
全
部
長
…
改
定
の
主
な
変

更
点
は
、
避
難
に
関
す
る
考
え

方
を
改
め
て
整
理
し
、
災
害
か

ら
命
を
守
る
行
動
が
避
難
行
動

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

本
市
で
も
避
難
勧
告
等
の
判
断

基
準
を
分
か
り
や
す
く
設
定
し

た
。
な
お
、
大
雨
警
報
等
が
発

表
さ
れ
た
場
合
は
、
ま
ず
、
防

災
安
全
部
職
員
が
参
集
し
情
報

収
集
に
当
た
る
と
と
も
に
、
災

害
対
策
本
部
員
が
天
候
の
急
変

等
に
備
え
参
集
で
き
る
よ
う
、

一
斉
メ
ー
ル
で
伝
達
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
消
防
に
お
い
て
も
管

理
職
が
待
機
し
、
準
備
の
体
制

を
敷
い
て
い
る
。
理
事
者
は
事

防
災
に
つ
い
て

務
局
の
報
告
を
踏
ま
え
、
災
害

警
戒
本
部
や
災
害
対
策
本
部

（
※
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
実
質
的
に
国
の
指
針

の
趣
旨
に
沿
っ
た
必
要
な
体
制

は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

質
問
…
神
奈
川
県
が
指
定
し
た
土

砂
災
害
警
戒
区
域
は
、
本
市
で

は
４
１
４
カ
所
に
上
り
近
隣
市

と
比
較
し
て
も
多
い
が
、
市
の

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

同
部
長
…
平
成
24
年
２
月
に
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
全
戸
配
布
し
、
警
戒
区
域

の
周
知
と
避
難
の
重
要
性
に
つ

い
て
啓
発
を
行
っ
た
。
ま
た
、

子
ど
も
関
連
施
設
に
お
い
て
土

砂
災
害
避
難
訓
練
を
実
施
す
る

な
ど
施
設
管
理
者
の
防
災
意
識

の
向
上
に
も
取
り
組
ん
だ
。
さ

ら
に
、
土
砂
災
害
の
専
門
家
を

防
災
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
委
嘱
し
て
本
市
の
地
質
や
地

形
の
特
性
を
踏
ま
え
た
助
言
を

得
て
、
災
害
予
防
の
視
点
か
ら

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
…
雨
や
地
震
な
ど
の
影
響
で

地
盤
が
緩
み
、
突
然
斜
面
が
崩

れ
落
ち
る
可
能
性
の
高
い
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
対
す
る

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

同
部
長
…
神
奈
川
県
の
調
査
で
は
、

市
内
で
危
険
区
域
の
指
定
要
件

を
満
た
す
２
９
５
カ
所
の
う
ち
、

工
事
が
完
了
し
て
い
る
調
査
箇

所
は
54
カ
所
で
あ
る
。
ま
た
、

崩
壊
防
止
工
事
の
た
め
に
神
奈

川
県
の
区
域
指
定
を
受
け
た
箇

所
は
市
内
に
92
カ
所
あ
り
、
う

ち
工
事
実
施
済
み
が
74
カ
所
、

未
施
工
が
18
カ
所
と
な
っ
て
い

る
。
新
た
な
区
域
指
定
に
つ
い

て
要
望
が
あ
る
場
合
は
、
市
が

説
明
会
を
開
催
し
、
住
民
の
指

定
陳
情
書
を
取
り
ま
と
め
て
県

に
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
で

区
域
指
定
の
促
進
を
図
っ
て
い

る
。

質
問
…
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
本

市
は
津
波
避
難
対
策
特
別
強
化

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

指
定
さ
れ
た
市
が
作
成
す
る
こ

と
と
な
る
津
波
避
難
対
策
緊
急

事
業
計
画
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

同
部
長
…
初
め
に
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
防
災
対
策
推
進
計
画
と
し

て
、
防
災
上
、
緊
急
に
整
備
す

べ
き
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る

事
項
や
国
・
地
方
公
共
団
体
そ

の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
協
力

の
確
保
に
関
す
る
事
項
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
津
波
避
難
対

策
緊
急
事
業
計
画
と
し
て
、
津

波
避
難
場
所
や
避
難
施
設
、
避

難
路
な
ど
の
整
備
に
関
す
る
緊

急
事
業
に
つ
い
て
策
定
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
災
害
時

に
円
滑
な
避
難
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
、
地
域
住
民
と
の
意
見

交
換
な
ど
の
機
会
を
設
け
て
い

き
た
い
。
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か ま く ら 議 会 だ よ り

鎌倉市議会からのお知らせ

提出の締め切り…提出はいつ
でも可能ですが、定例会初日
の前日までに提出された場合
はその定例会で審査し、それ
以降の提出の場合は次回定例
会での審査となります。

◇かまくら議会だより　音声版・点訳版のご案内
仕奉字十赤訳点市倉鎌と会仕奉音録・読朗倉鎌、は」りよだ会議らくまか「 　

団のご協力により、音声版（収録テープ・デイジー）と点訳版を作成してい
ます。ご希望の方は議会事務局議事調査担当までお問い合わせください。

◇請願・陳情の出し方
と度制るせさ映反に政行てし通を会議市、を望要・見意のんさ皆の民市 　

して請願と陳情があります。請願は１人以上の紹介議員の署名が必要で
すが、陳情は不要です。提出に当たっては、所定の様式があるため、事
前に議会事務局議事調査担当までお問い合わせください。

鎌倉市議会事務局
議事調査担当

陳
情
の
議
決
結
果

用
語
の
解
説

※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

災
害
警
戒
本
部・災
害
対
策
本
部

　
災
害
発
生
時
の
組
織
体
制
で
あ

り
、
災
害
の
発
生
の
恐
れ
の
あ
る

場
合
、
ま
た
発
生
し
た
場
合
に
、

そ
の
規
模
や
被
害
等
の
状
況
に
応

じ
て
、
段
階
的
に
組
織
体
制
を
移

行
す
る
。

　
ま
ず
、
災
害
の
発
生
の
恐
れ
の

あ
る
場
合
や
災
害
が
発
生
し
た
場

合
で
、
そ
の
被
害
程
度
な
ど
が
不

明
な
初
期
の
段
階
で
は
、
災
害
警

戒
体
制
を
と
り
、
被
害
等
が
予
測

さ
れ
る
場
合
は
、
災
害
警
戒
本
部

を
設
置
す
る
。
大
規
模
な
被
害
が

予
測
さ
れ
る
場
合
や
、
す
で
に
大

規
模
な
被
害
等
が
発
生
し
、
市

役
所
全
体
で
対
応
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
災
害
対
策

本
部
の
設
置
に
切
り
替
え
、
情
報

収
集
や
活
動
方
針
の
決
定
等
が
さ

れ
る
。

可 決 し た 意 見 書
　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関
することについて、意見書を国会または関係行政庁に提出することがで
きます。今定例会では次の意見書を可決し、鎌倉市議会として関係機関
に送付しました。

　神奈川県に対し、子宮頸がん予防ワクチン接種後の健康被害者への
　医療支援を求める意見書
　2013年3月に予防接種法が改定され、同年4月より子宮頸がん予防ワクチ
ンが定期接種となった。国は、唯一予防できるがんとして、当該ワクチン接
種を推奨してきたが、全国で接種後の健康被害が報告され、社会問題と
なっている。厚生労働省は、同年6月に、当該ワクチンの接種を「積極的
に勧奨しない」としたが、いまだ安全性の立証に至っておらず、健康被害
に遭われた方々への補償は行われていない。
　本年6月1日から、横浜市は、子宮頸がん予防ワクチンの接種後、原因不
明の症状を有し、日常生活に支障が生じている方への独自の医療支援を始
めた。神奈川県内に住みながら、当該ワクチン接種後に健康被害に遭われ
た方の救済に地域格差が生じることは好ましいことではない。県内に住む被害
者及びその家族は、現在まで多大な苦しみと経済的な負担を強いられている。
　そこで、神奈川県におかれては、国に対して子宮頸がん予防ワクチン接
種後の健康被害者に対しての医療支援を早急に実施するよう働きかけるとと
もに、国が医療支援を実施するまでの間、当該ワクチンを接種した後に原
因不明の症状があらわれ、日常生活に支障が生じている方々に対して、神
奈川県独自に医療支援を実施することを強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成26年9月26日

鎌　　倉　　市　　議　　会

本会議・委員会映像公開中です！
　鎌倉市議会では、本会議及び各常任委員会等について生中継
を行っています。（録画映像も見ることができます。）

鎌倉市議会ホームページはこちら！
または、http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/gikai/

鎌倉市議会 検索

平
成
25
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
及
び
６
特
別
会
計
決
算
を
認
定

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平

成
25
年
度
の
一
般
会
計
及
び
６
特

別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

　

議
会
は
、
９
月
８
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
10
名
か
ら
な
る
平
成
25

年
度
鎌
倉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
以
下

「
決
算
特
別
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
設
置
し
、
こ
れ
ら
の
審
査
を
付

託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月

17
日
、
18
日
、
19
日
、
22
日
の
４

日
間
に
わ
た
り
、
予
算
審
査
に
お

け
る
議
会
の
指
摘
事
項
の
反
映
状

況
や
、
実
施
計
画
の
進
捗
状
況
な

ど
を
中
心
に
、
担
当
部
課
等
へ
の

質
疑
を
行
い
、
重
要
課
題
に
つ
い

て
は
市
長
に
出
席
を
求
め
、
そ
の

見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

審
査
後
、
採
決
を
行
い
、
一
般

会
計
決
算
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
決
算
は
多
数
の
賛

成
に
よ
り
認
定
、
下
水
道
事
業
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業
、

国
民
健
康
保
険
事
業
、
公
共
用
地

先
行
取
得
事
業
及
び
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
は
総
員
の
賛
成

に
よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
・
採
決

　
９
月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
長
か
ら
審
査
経
過
及
び
結
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

決
算
議
案
に
対
し
て
は
、
次
の
２

つ
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

○
災
害
時
の
避
難
体
制
に
つ
い
て

　
各
種
自
然
災
害
の
脅
威
に
対
し

て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
正
確
か
つ
迅
速

な
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、
共
助
の
観
点
か
ら
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
避
難
計
画
を
作

成
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
市

は
、
市
民
に
対
す
る
情
報
提
供
の

在
り
方
を
十
分
に
研
究
し
、
確
実

な
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
行
動
手

法
の
普
及
啓
発
や
各
種
情
報
の
周

知
徹
底
を
図
り
、
避
難
計
画
及
び

要
援
護
者
対
策
を
地
域
住
民
と
と

も
に
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

○
学
童
の
待
機
児
童
対
策
に
つ
い

て
　
本
市
の
学
童
保
育
事
業
に
お
い

て
は
、
平
成
25
年
度
、
初
め
て
年

度
当
初
に
待
機
児
童
を
生
む
結
果

と
な
り
、
ま
た
、
増
加
傾
向
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
の
余
裕
教

室
を
活
用
す
る
な
ど
、
施
設
整
備

の
検
討
を
早
急
に
行
う
よ
う
要
望

す
る
。

　

そ
の
後
、
７
会
派
か
ら
討
論
と

し
て
決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の

意
見
が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
決

算
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
決
算
を
多
数
の
賛
成
に
よ

り
認
定
、
下
水
道
事
業
ほ
か
４
件

の
特
別
会
計
決
算
を
総
員
の
賛
成

に
よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

決算特別委員会委員

　
今
定
例
会
で
は
、
新
た
に
11
件

の
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
３
件
を
採

択
、
３
件
を
継
続
審
査
と
し
、
５

件
を
全
議
員
に
配
付
し
ま
し
た
。

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
４
丁
目
大
型

施
設
に
伴
い
地
域
住
民
の
安
全

確
保
を
求
め
る
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

由
比
ガ
浜
四
丁
目
に
計
画
さ
れ

て
い
る
大
型
商
業
施
設
が
建
設
さ

れ
た
場
合
、
迂
回
す
る
た
め
に
周

辺
の
道
幅
が
狭
い
道
路
を
通
行
す

る
車
両
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
交
通
渋
滞
は
も
と
よ
り
歩
行

者
等
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
駐

車
台
数
の
削
減
等
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
、
事
業
者
及
び
関
係
機
関

が
尽
力
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択

◇
新
ご
み
焼
却
施
設
の
建
設
用
地

に
つ
い
て
適
正
な
判
断
を
求
め

る
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

新
ご
み
焼
却
施
設
用
地
の
検
討

に
お
い
て
、
候
補
地
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
野
村
総
合
研
究
所
跡

地
へ
の
建
設
は
市
の
行
政
計
画
等

と
の
整
合
性
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
公
正
か
つ

適
切
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
生
活
環
境
整
備
審
議
会
及

び
ご
み
焼
却
施
設
用
地
検
討
部
会

に
対
し
、
適
切
か
つ
十
分
な
説
明

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
も
の

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択

◇
平
成
27
年
度
に
お
け
る
「
重
度

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
継

続
」
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
当
該

制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
障
害

児
者
が
負
担
な
く
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
求
め
る
も
の

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

に
よ
り
採
択

決算特別委員会委員

委 員 長 河  村  琢  磨
（ み ん な の 鎌 倉 ）

副委員長 納  所  輝  次
（公明党鎌倉市議会議員団）

委　　員

上  畠  寛  弘
（ 自 由 民 主 党 鎌 倉 ）

池  田  　  実
（ 鎌 倉 み ら い ）

日  向  慎  吾
（鎌倉夢プロジェクトの会）

渡  辺  　  隆
（ み ん な の 鎌 倉 ）

三  宅  真  里
（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）

髙  橋  浩  司
（鎌倉夢プロジェクトの会）

岡  田  和  則
（ 草 莽 の 会 ）

赤  松  正  博
（日本共産党鎌倉市議会議員団）

　神奈川県に対し、子ども・子育て支援新制度における民間保育所 
　運営費補助金制度の継続を求める意見書
　2012年8月に「子ども・子育て関連3法」が成立した。この3法に基づき、
幼児期の教育や保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するた
めの「子ども・子育て支援新制度」が、2015年4月からスタートする。新制
度は、一人一人の子供が健やかに成長することができる社会の実現を目指
して創設されるものである。財源としては、消費税率の10％引き上げによっ
て確保する約0.7兆円が恒久的に充てられる。しかし、待機児童解消のた
めの施設整備と保育の質の改善のためには、0.7兆円では足りず、1兆円を
超える財源が必要であり、政府はその確保に最大限努力することが求めら
れているところである。
　神奈川県では、これまで民間保育所に対する支援として、市町村と協調
し、保育士の加配など、より質の高い保育を行うため、民間保育所運営費
補助金制度を実施してきた。しかし、県においては、新制度に移行する中
で、この民間保育所運営費補助金制度の廃止を検討している。
　これまで鎌倉市の待機児童対策、子育て支援に御尽力いただいている
民間保育所が、安定的に一人一人の子供に質の高い保育が実現できるよ
う、県におかれては、これまでどおり民間保育所運営費補助金制度を継続
するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成26年9月26日

鎌　　倉　　市　　議　　会

（3）　　第 2 2 7号 平成26年11月1日



古紙配合率80%再生紙を使用しています

平成26年11月1日 か ま く ら 議 会 だ よ り

会　派　名

鎌
　
　
倉
　
　
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

み
ん
な
の
鎌
倉

公
　

明
　

党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

鎌
倉
み
ら
い

草

莽

の

会

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議
　

員
　

団

神
　

奈
　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

自
由
民
主
党

鎌

　

倉

無

所

属

議　員　名
◎
髙
橋
　
浩
司

　
日
向
　
慎
吾

　
永
田
　
磨
梨
奈

　
小
野
田
　
康
成

◎
渡
辺
　
隆

　
河
村
　
琢
磨

　
中
村
　
聡
一
郎

　
久
坂
　
く
に
え

◎
大
石
　
和
久

　
西
岡
　
幸
子

　
納
所
　
輝
次

◎
山
田
　
直
人

　
池
田
　
実

　
前
川
　
綾
子

◎
岡
田
　
和
則

　
長
嶋
　
竜
弘

　
渡
邊
　
昌
一
郎

◎
吉
岡
　
和
江

　
赤
松
　
正
博

◎
三
宅
　
真
里

　
保
坂
　
令
子

◎
中
澤
　
克
之

　
上
畠
　
寛
弘

　
千
　
　一

　
竹
田
　
ゆ
か
り

　
松
中
　
健
治主 な 議 案 等 議決

結果
７
月

臨
時
会

補
正

予
算 第28号 平成26年度鎌倉市一般会計補正予算（第１号）

（川崎競輪事業撤退に係る解決一時金の追加等） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９
月
定
例
会

条
例

第40号 鎌倉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第41号 鎌倉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第45号 鎌倉市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
について（上／修正案　下／修正部分を除く原案）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － 〇
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第58号 鎌倉市廃棄物の減量化、資源化及び処理に関する条例の一部を
改正する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ 退 － － － － － － ○ － －

補
正

予
算 第17号 平成26年度鎌倉市一般会計補正予算（第２号）

（家庭系ごみ有料化実施に係る経費の追加等） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ 退 － － － － － － ○ － －
決
算 第33号 平成25年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ － －
議
会

議
案 第6号 神奈川県に対し、子ども・子育て支援新制度における民間保育

所運営費補助金制度の継続を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳
情

第16号 鎌倉市由比ガ浜４丁目大型施設に伴い地域住民の安全確保を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第20号 新ごみ焼却施設の建設用地について適正な判断を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※平成26年８月20日付で「みんなの鎌倉」の代表者は渡辺隆議員に変更

第 2 2 7号　　（4）

議 決 さ れ た 主 な 議 案 等 ※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。 ○：賛成　－：反対　退：退席

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する2人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中村聡一郎議員は議長のため、採決には参加
していません。

７
月
臨
時
会

7
月
31
日
開
催
　
　

　
緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
７
月
31

日
に
臨
時
会
が
開
か
れ
、
６
月
定

例
会
に
お
い
て
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案

の
原
案
訂
正
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を

承
認
す
る
と
と
も
に
、
市
長
か
ら

新
た
に
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案

１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

新
た
な
人
事
・
給
与
制
度
実
施

ま
で
の
経
過
措
置
と
し
て
、
職
員

人
件
費
の
暫
定
削
減
を
行
う
こ
と

に
よ
る
減
額
を
す
る
と
と
も
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
に
係
る
経
費

及
び
川
崎
競
輪
事
業
撤
退
に
係
る

解
決
一
時
金
の
追
加
な
ど
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

9
月
定
例
会

　
今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
２

件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
31
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

議
案
の
内
容
及
び
議
会
に
お
け
る

議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

神
奈
川
県
に
対
し
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
に
お
け
る
民
間

保
育
所
運
営
費
補
助
金
制
度
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
の

成
立
を
受
け
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
の
制
度
開
始
に
伴
い
、
県

が
実
施
し
て
き
た
民
間
保
育
所
運

営
費
補
助
金
制
度
の
廃
止
が
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し

た
質
の
高
い
保
育
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
補
助

金
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
本
件
を
含
め
、
可
決
し
た
２
件

の
意
見
書
の
全
文
は
３
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
の
実
施
に
向
け
、
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
の
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
の
実
施
に
向
け
、特
定
教
育・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
の
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

本
市
の
人
事
・
給
与
制
度
に
つ

い
て
、
年
功
的
な
要
素
が
強
い
現

行
制
度
か
ら
、
職
務
職
責
を
重
視

し
た
人
事
・
給
与
制
度
へ
と
転
換

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
付

則
に
お
い
て
、
経
過
措
置
と
し

て
、
職
務
級
の
再
編
に
よ
る
切
り

替
え
に
よ
り
、
給
与
の
大
幅
な
減

額
が
生
じ
る
職
員
に
は
、
段
階
的

に
給
与
を
引
き
下
げ
る
激
変
緩
和

措
置
を
、
最
長
平
成
32
年
９
月
ま

で
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

本
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
、
付
託
先

の
総
務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

付
則
に
規
定
し
た
激
変
緩
和
の
経

過
措
置
を
削
除
等
す
る
内
容
の
修

正
案
が
総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
修
正
案
を
可
決
す
る
と
と
も

に
、
総
員
の
賛
成
に
よ
り
、
修
正

部
分
を
除
く
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
本
議
決
を
受
け
、
市

長
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
１
７
６

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
議

（
※
）
の
申
し
出
が
あ
り
、
再
度

可
否
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

20
名
の
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、
さ

き
の
議
決
の
と
お
り
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源

化
及
び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
６
月
定
例
会
に
お
い

て
可
決
し
、
公
布
さ
れ
た
鎌
倉
市

廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源
化
及
び

処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
家
庭
系

ご
み
の
有
料
化
等
の
実
施
に
係
る

補
正
予
算
が
成
立
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
条
例
の
施
行
日
を
27
年

１
月
15
日
か
ら
、
同
年
４
月
１
日

に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

家
庭
系
ご
み
有
料
化
実
施
に
係

る
経
費
及
び
家
庭
系
製
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
化
に
係
る
経
費
な
ど

の
追
加
等
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
５
９
８
６

万
５
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

総
額
は
６
０
７
億
３
２
３
０
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

今
９
月
定
例
会
で
は
、
懸
案
と

な
っ
て
い
た
ご
み
の
有
料
化
に
関

す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

十
分
な
審
議
の
も
と
、
よ
う
や
く

結
論
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

議
会
に
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す

る
大
幅
な
条
例
の
一
部
改
正
議
案

が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
鎌
倉
市
議

会
と
し
て
も
、
大
き
な
節
目
の
議

会
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
議
会

広
報
委
員
会
で
は
、
今
、
市
議
会

で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
て
い

る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
正
確
か
つ

分
か
り
や
す
く
市
民
の
皆
様
に
お

伝
え
で
き
る
か
を
、
新
し
い
情
報

伝
達
手
段
も
含
め
て
、
毎
号
活
発

に
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て

よ
り
身
近
な
議
会
と
な
る
よ
う
、

最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
池
田　

実
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
上
畠
　
寛
弘

　
副
委
員
長
　
河
村
　
琢
磨

　
委
　
　
員
　
保
坂
　
令
子

　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
池
田
　
　
実

　
委
　
　
員
　
渡
邊
昌
一
郎

　
委
　
　
員
　
小
野
田
康
成

　
委
　
　
員
　
吉
岡
　
和
江

用
語
の
解
説

※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

再
議

　

議
会
が
行
っ
た
議
決
に
対
し
異

議
が
あ
る
と
し
て
、
市
長
が
議
会

に
審
議
の
や
り
直
し
を
求
め
る
も

の
で
、
こ
の
場
合
、
当
該
議
決
は

議
決
時
に
さ
か
の
ぼ
り
、
議
決
が

さ
れ
な
っ
た
も
の
と
同
様
の
状
態

と
な
る
。

　

条
例
の
制
定
・
改
廃
及
び
予
算

に
関
す
る
議
決
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
特
別
多
数
（
議
長
含
む
出
席

議
員
の
３
分
の
２
以
上
）
の
同
意

を
得
る
こ
と
で
議
決
が
確
定
す
る
。

【
訂
正
と
お
わ
び
】

　

前
号
（
第
２
２
６
号
）
第
２
面

「
一
般
質
問
」
の
記
事
の
う
ち
「
ご

み
問
題
」
の
中
の
部
長
答
弁
中
、

ご
み
処
理
基
本
計
画
で
掲
げ
た
焼

却
目
標
量
「
３
万
７
２
１
０
㌧
」

と
あ
る
の
は
、「
３
万
７
２
１
㌧
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
素
案
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

　
議
会
基
本
条
例
素
案
を
公
表

し
、
市
民
意
見
の
募
集
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
４
件
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
ご
意
見
に
対
す
る
議
会
の

考
え
方
は
、
11
月
上
旬
に
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

意
見
募
集
の
期
間

　

平
成
26
年
９
月
１
日
～
30
日

意
見
の
概
要

○�

条
例
の
実
効
性
な
ど
に
関
す

る
意
見

　

…
１
件

○�

議
会
運
営
に
関
す
る
意
見

　

…
１
件

○�

使
用
す
る
用
語
に
関
す
る
意
見

　

…
２
件


